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Speed Checkは 、Dia―Compe USA,INC.の 登録商標です。

Speed Check油圧式ディスクブレーキ又は取付け方や手入れの方

法について御質問がありましたら、当社までお電話下さい。

言 目 膚 群 e居 魔 式 会 ″
本社工場 〒578東大阪市若江南町l丁目9番15号

TEL(06)721-7051 FAX 06)724-2062

D:A‐COMPE.,USA
CANE CREEK餃 OAD.P.().80X 798 FLETCHER.N.C.28732 U.S.A

TEL 704-684-3551  FAX. 704-684-1057 DlA… ■
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クランプは,べて寸法公差±4 mm
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パーツ及び取付け用工具リスト

取扱い注意

作業のキーポイント

1.ローターの保守 ・………

起こりそうなトラブル例

車輪の組立て

tr-r-o)il{tlt,
FTAキャリパニの取付け ・
FTAキャリパーの取付け

オフセットエンドフォークヘの取付け

その他のフォ■クヘの取付け

キヤリパーの調節 ■…………

2

2

ワイヤーの取付け ……………… …̈………………… ・̈……10

………11

保守 ……… …̈…………………………¨̈ … …̈… …̈………1]

パッドの取替え ……… …̈…………̈ …̈¨̈ …¨̈ …・………12

Speed Checkキャリバー各部名称・…・…………………14

FTAキャリバー各部名称 ・…… …̈…………………………15

Spced Check取付けプラケット寸法早見表 …………16
●もし、本表に記葡されていないフォークがありましたら、フォークの下部レッグ (スライダー)の
フォークドロップアウトの中心力ら140mmの 部分の直径を測つて下さい。それがそのフォークに見合

うフラケットのサイズです。
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Speed Check取付けブラケット寸法早見表

前輪フォ…ク

クランフパーツナンバー

直径(m)

Dia―cmpeパーツナンパー

取付フラケット (内径)

AMP Reseerch
Anti Cravity

cannordale Deta V

G rvln Fastrax
Gil｀vin Vector

Halson nversion
Manitou

Manitou][

Manitou lH

Marzocchl

/LT

RST
Rock Sho× RSl

Rock Sho× Ma8 20

Bock Shox [,,lea 30

Rock Shox,vla8,0

Rock Shox Ma8 24

ROCk ShO× v`'a824Sヒ

Rock shox Quadra

soec a zedDircctDlve

SDecia ized Cadlon FS

SR DuoTrac
SR Leadin8 Axle

TanBe Struts

T.ek BtacK O8mond 93

Tred DOS 3

Trek oravity

Trek Mo8ul

vstem 2

Sいowa EX7

Speed Checkキヤリバー パーツ番号

標準キヤリパー

FTAキヤリパー

リフーキャリバー

DB0400

DB0404

DB0402

DB0250

DB0344

DB0243

HU0244

HU0260

DB03()1

DB0303

DB0340

DB0342

□―ター

ポリュームアジヤスターカバー

トルクローターボルト(6)

T-45トルクレンチ

9mスペーサー(ハブ取付け用)

取付け用プラケット

取付け用プラケット部品

46,4アページ早見表参照

調節ボルト

Eクリップ

ボルト

ナット

ワイヤーアンカー部品

ワイヤーアンカーボルト

アタッチングクリップ

DB0343

D80344

DB0345ワイヤーアンカーワッシャ

。FTAのキャリバーは、マグネシウムLower Le8付 のすべてのフォーク及び本表記載のその他の

フォークに使えるよう設計されています。

40mオープンエンドレンチ

3mアーレンレンチ

41mフーレンレンチ

T-45トルクレンチ

ニードルノーズプライヤー

Safe― T―EzeTM接着剤(パツド取替え用)

Speed Checkパーツ及び取付け用工具リスト
DB0401
FTA

calicle,

DB∞ 54

254
DB∞

"27

OB03田

286
D団

“

4

30.2

DB①

“34.3

DB0356

∞.3

DB∞ 57

●.9

DBO∞ 1
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DB∞

"44

DB∞ 3
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キヤリバーロ節ボルト 9_一
―Eクリツプ

調節ポルトフランジ

調節ポルト孔 ノ
/

α

取付フラケットナット

取付プラケットボルト

Speed Checkポリューム
アジャスターカバー

い

　
　
．，

;F[〔IWI
l,「

FTAキャリパー各部名称

取扱い注意

本ディスクブレーキは、極めて綱巧な作りのシステムですから、各部の取付け・保守

には充分注意の上ゆつくりあせらず実施していただくようお願いします。一旦正常に

組立てられますと、後はわず力な保守で優れたブレーキ効果を発揮します。

4.□―ターの保守

a.本デイスクブレーキを取付けて移動する場合は次のような準備と注意が出要

です。

|.ローターは車輔から取りはずし、別個に包装します。

il.キヤリバーはフォークレッグにトーストラップ又は同様の締め具で軽く

固定しておきます。

b.□―ターをハプに取付ける場合、ロータータブ及びハブ取付けリセスは、じ

やりその他のゴミを取払つておいて下さい。タフとリセスにゴミガ踏まりま

_■ すと、ローターにひずみが生じ(つまり精度ガ損なわれ)、 動作の運れが生じ

.'・
‐ ます。

2.Drop outの アライメント

キヤリバーアクスルロケーターとフオークのdrOD Outは 、′`ツドとローターの

正しいa‖8nmd掟のために平行を保ことが必要です。双方の表面ガ平行でなけ
れば、動作の遅れが生じることがあります。

作業のキーポイント

15



h.取付けプラケットとフォークの下部レッグ

とのフライメントをチエックします。プラケ

ットはレッグに垂直でなければなりません。

l.取付けプラケットとキヤリバーを、 3 mm取

付けプラケットボルトを25in/lbs.の トル

クまで締めてフォークレッグに固定しま

す。(写真-24)

写真-21

ブレーキワイヤーとそれを包んでいるケーシングを、普通のプレーキと同じようにブ

レーキレパーに取付け、ケーシングをレバーからキヤリバーまで若干のたわみをつけ

て張ります。ケーシングの末端の形状がきちんとなつていて、つ6れたりしてないこ

とを確かめて下さい。できれば、ケーシングの両端はDia―Compe190Bのような金具

をつけておくことをおす0めします。これがあれば、どのようなプレーキシステムで

も最大のプレーキ効果が期待できます。

4.ワイヤーをキヤリバーのワイヤーケーシング止めとワイヤークランプに差込み、

ワイヤーをレバーの末端、しかも車輪から遠ざかつた側|こつなぎます。ワイヤー

はワイヤーアンカーワッシヤとワイヤー取付けクリップの間におさまるようにし

て下さい。

2.ワイヤーのたわみを持ち上げ、ワイヤー

クランプビンチボルトを45in/lbs.の ト

ルクで締めながらワイヤーを固定しま

す。(写真-22)

3.ポリュームアジヤスターを時計と反対回

りに回して、ローターをパッドの締め付

けから解放してやります。

4.ポリュームフジャスターをいつもきれい

に、ゴミなどが付かぬように保つために、

アジャスターキャップをキャリバーに付

けてあきます。

a.取付けプラケットをフォークの乗車時の姿勢か

ら見て右の下部レッグにフォークエンドの中小

から凡そ440mm上の方に取付けます。ブラケット

の調節ポルトフランジとフォークのオフセット

エンドとの向きを合わせ、取付けブラケットボ

ルトがたやすく回転しないようしつかりと固定

します。ブラケットは、プラケット調節パルト

穴の小さい万が内侵l、 つまり車輔側に向くよう

取付けて下さい。(写真-9)

b.キヤリバー調節ポルトをキヤリバーからはずし、ポリユームアジヤスターを一番

外損」の位置まで回して (時計と反対回り)ヾ キャリバーを□―ターの上で滑らせ、

キャリバーフクスルロケーターがハフアクスルの上に来るようにします。

写真-9

C.40mmレ ンチを使つて、ポリュームフジャスター

を時計回りにパッドが□―ターを十分に締め付

けるまで回します。20in/lbs.の トルクでキヤリ

バーを□―ターにしつかり締めて下さい。

(写真-10)

・
写真-10

d.車輪とキャリバーをフォークエンドの間 |こ

入れます。双方が完全 |こ エンドにあさまつ

ているかどうが確がめて下さい。次にクイ

ックリリースで車輔とキヤリバーをフォー

クの中に静か|こ固定します。クイックリリ

ースは、バプの□―ターの付いてない側から

伸びていることを確認して下さい。キヤリ

バーがアライメントの際に回転できなくな

るほど強く締めないで下さい。(写真-44)

写真―ll

lD

写真-22

e.キヤリバーをフォークレツグと平行になる

まで回します。そしてキヤリパー調節ポルト

の穴と取付けプラケットの調節ボルトの穴

の双方の中,bをびつたり合わせます。キヤ

リバーのボルト穴が取付けプラケットフラ

ンジの間に来るよう|こ します。G真 -42) 写真-12

7



8.二十ドルノーズプライヤーでEクリップを

フジヤスターボルトの溝にはめ込み、キヤ

リバーを取付けプラケットに固定します。

(写真-44)

写真―13

写真-15

■その他のフォークヘの取付け
a.取付けプラケットを、フォークの乗車時の

姿勢から見て左1側の下部レッグに、フォー

クエンドの中,し かヽら凡そ140mm上の方に取付

け、プラケットがたやすく回転しないようボ

ルトをしつかり締め付けます。(写真-46)

b.キヤリパー調節ボルトをキヤリパーからは
・

ずし、ポリュームフジャスターを一番外損」

の位置まで回して(時計と反対回り)、 キャ

.リパーを□―ターの上で滑らせ、キヤリバ

ーフクスルロケーターガハフアクスルの上

に来るよう|こ します。

f.調節ポルトを取付けプラケット|こ差込み、

さらにキャリパーのポルト穴にねじ込みま

す。 5mポルトの頭が自転車の外側、つま

り車輪から遠ざかつた方|こ付いていること

を確かめて下さい。(写真-43)

写真-14

5 mm取付けプラケットを40in/lbs.の トル

クで締めて取付けプラケットをフォークレ

ッグに固定します。(写真-45)

C.40mレンチを使つて、ポリユームアジヤス

ターを時計回りにパッドが□―ターを十分

に締め付けるまで回します。(写真-17)

d.車輔とキャリバーをフォクエンドの間に入

れます。双万が完全にエンドにおさまつて

いるかどうかを確かめて下さい。次にクイ

ックリリースで車輔とキャリバーをフォー

クの中に静かに固定します。フイックリリ

ースは、ハプの□―ターの付いてない側が

ら伸びていることを確認して下さい。キヤ

リパーがフライメントの際に回転できなく

なるほど強く締めないで下さい。
写真―17

写真-18

h.取付けブラケツトとフォークの下部レッグ

とのアライメントをチエツクします。プラケ

ットはレッグ |こ垂直でなければなりません。

e.キャリバーをフォークレッグと平行になる

まで回します。そしてキヤリバー調節ボルト

の穴と取付けプラケットの調節ボルトの穴

の双万の中′bをびつたり合わせます。キヤ

リパーのボルト穴が、取付けプラケットフ

ランジの間に来るようにします。(写真-48)

f.調節ボルトを取付けブラケットに差込み、

さらにキヤリバーのポルト穴にねじ込みま

す。 5 mmボルトの頭が自転車の外側、つま

り車輔から遠ざかつた万に付いていること

を確かめて下さい。(写真-49)
」.ワイヤーの取付けに移ります。(10ベ ージ)

写真-16

写真―19

8.ニードルノーズプライヤーでEク リップを

フジャスターボルトの溝にはめ込み、キヤ

リパーを取付けプラケットに固定します。

(写真-20) 写真-20

9



プリードバルフカバー

口節ポルト孔
7u-*t\ba

(さわらないで下さい。)

キヤリバー/

ロータースロット

ポリユームフジヤスター

マスターシリンダー ケープルガイド
ピポツトパルト

マスターシリンダー

ダスト受け

マスターシリンダーレバー

ケープルアンカーワッシャ

フタッチングクリップ

ケープルアンカーボルト

t

キヤリバーアクスルロケーター

Speed Checkキャリバー各部名称

起こりそうなトラフル例 (避けていたたきたい事)

1.パッドの間に□―ターガ入つてない状態でブレーキレバーを絞る。

2.ローターとパツトの汚れ

パツドとローターに油やグリス等ガ侵入しないよう、特に気をつけて下さい。こ

れらは (たとえ人間の皮膚の脂でも)□―ターやバツトを汚し、プレーキ効果に

良くない影響を与えます。

3.トライアル車やタンデム車に使用した場合は保証の対象外となります。Speed
Checkデイスクブレーキは、 1人乗リマウンテンパイク専用として作られてい

ます。Eい換えれば、本デイスクフレーキは標準型でも、FTAでも、リフモデル

でも、タンデム車やトライアル車や、フリースタイル、あるいはBMX車には使用

できません。

4.プリードバルプを動力した場合も保証の対象外となります。フリードバルプをさ

わる心要はありません。

Tsa‖ハブと一緒に入つている「Tsa‖ Soeed Checkハ プお手引き」を参照して

下さい。車輛を正しく取付けるのに必要な9mmスペーサー●
`言

まれてしヽます。

■   1・

軍頭の組豆て

14



ローターの取付け
■■|,

な

t

〓
鷲

■
機

〓

１

一

重 要
3ヽユ 11・

事 項 Ｊ

，
も

凛

●
思
〓

Speed Checkメタルマトリックスローターは、Tsa‖ Speed Checkハフ (以

下本ハブと言います。)に取付けられ、使用中を通して正確に作動するよう精密加工し

てあります。□―ターと、これを専用のハブ1こ正確に取付けること、これガブレーキ

動作の遅れを完全に排除する秘訣です。□―ターには 6個の取付けタフが付いていて、

これが本ハプのローターフランジの凹みに組合わされます。取付ける際、ローター表

面のブレーキ作用をする部分には手を触れないよう注意して下さい。(丁度、コンパク

トデイスクを扱う時の要領です。)

車輔の組立てが済んだら、□―ターをハ

プの□―ターフランジに取付けます。□

―ター取付けタフガハプの凹みに正しく

あさまるよう確力めて下さい。タフと凹

みは共にゴミをきれいに拭取つて、ロー

ターの正しいフライメントと動作の遅れ

の無い作勤が行われるように注意して下

さい。
写真-1

写真-24

い 。

C.先が平らなトライバーで、摩滅したパットを注

意深くキャリバーから剥ガします。パット|こ は

刻み目が入つていますから、たやすく剥ガせま

す。(写 真-25)

d.新 しいパツトの裏面に、指で接着剤Safe T
EzeTMの 極く簿い滑らかな膜を作ります。 写真-25

【菫ヨ:薄いウエフアースのようなパッド絶縁物が、ビストンから制がれないよう気
注目′ をつけて下さい。もし剥がれたら新しいパッドの取付けを続ける前にDia―

Compeに御連絡下さい。

e.新しいパッドを注意して挿入し、接着剤のついた側をビストンに向けながらビス

トンに取付けます。

f.車輛をフォークの中間に入れポリユームフジヤスターを時計回りに回し、パット

を□―ターに近つけます。その場合、余り締めすぎないよう注意して下さい。凡

そ20in/lbsく らいが適当です。

3.パットを正しい位置にセットし、キヤリバー/□―ターを希望するブレーキ調整度

に正しくセットする前に、′tットを□―ターに′」りなくとも30秒間くつつけておき

ましよう。

h.新 しいパットと□-9-ガ最も効果的に作動し始めるまでには、乗車中に凡そ

“乃至50回急停止をやるなとしてならすことがルヽ要です。

ヽ

―

2.ローターを6T45トルクポルトでハブに固定し、写真-1のようにクロスパターン

を使い50in/lbs.の トルクでポルトを締め付けます。

写真-2

■FTAキャリパーの取付け
Force Transfer Armの付いたキヤリパー(以下FTAキヤリバーと言います。)

:マグネシウムLower Legフォークの取付け

(例 :Rock Shox,SpeciaHzed Future Shock)

FTAキャリバーの取付け

|.2、 3度急停上した後ではキャリパーの取付け具合の再調整が出要です。
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1.キヤリバー、ローター、′ヽツトの汚れ :

a.本デイスクフレーキは、泥んこや濡れた場所でも卓抜した働きをしますが、

パッドやローターに油やグリスのような好ましくない物質ガ入らぬよう特に

注意ガめ要です。これら|よ (たとえ皮膚の脂肪分でも)パツトを汚して、フ

レーキ効果に悪影●を及ぼし、しかも異音を生じることがあります。

b.□―ターは、イソフロビルアルコールで清掃できます。ローターを扱つたり

パッドを取替える前によく手を洗つて下さい。□―ターを手に持つ時は、コ

ンパクトディスクを持つ要領で行つて下さい。

2.移動時の荷造り

自瓢車と本デイスクブレーキを携えて移動する時(輛行袋に入れたりして)、 □―

ターは車輔からはずして曲がつたり、精度ガ狂つてしまつたりしないように慎重

に荷造りして下さい。□―ターは、動作遅れなどの無い本デイスクブレーキの作

動に欠くことのできないものです。

また、自転車をラックにかけて(前輔をはずす跡要がある場合)持ち運ぶ際は、キ

ヤリパーはフォークの下方レッグに固定して動かないようにして下さい。

3.□―ターの修正

何かの衝撃を受けて□―ターがひずんだり傷ついたりする場合があります。ひず

んだり精度が損なわれたりした場合は、すぐに修理して下さい。損傷、ひずみの

際はDla―Compeに御連絡下さい。

本デイスクフレーキのパットには、普通の片持式パツドより摩耗に強く長持ちするよ

うな耐摩擦材質ガ使われていますが、いずれは取替えが必要|こなつてきます。パッド

はキャリパーのビストンに軽接着性の接着剤で張り付けてあるので、たやすく取替え

ガできます。

新しいパッドの取付けは、やはり軽接着性の接層剤 (例えばSafe T EzeTMな ど)

を使うようおすすめします。工具店などで簡単に手に入ります。

ロロ
注目′

:も しまだ使えるパッドがあって、しかもキャリパーのパレルアジャスターま

たはポリュームアジヤスターですべて調整がなされている場合でも、パッド

は一度に全部新しいものに取替えて下さい。

a.取付けフラケットをフォークの左側 (乗車時の姿

勢力ら見て)の下部レツグの、エンドの中′b力ら

およそ215mのところに固定し、プラケットがくる

ぐると回つたりしないようポルトで締めます。ブ

ラケットは、ポルト■,2本の内の小さい万ガ車輛

|こ向かつて内側になるよう取付けます。

(写真-3)

b.FTAキヤリバーからキヤリバー調節ボルトを取り

はずし、ポリュームフジャスターを時計と反対回

りに外側にいつぱい回して、FTAキヤリパーを□

―ター上で滑らせ、キヤリバーアクスルロケータ

ーがハフアクスルの上に力ぶきるよう固定します。

(写真-4)

d.車輔とキヤリバーをフォークエンドの中

|こ入れて、完全にフォークエンドの中に

あさまつているかどうか確かめます。フ

ォークエンドにはまつている車輔とキヤ

リバーをつイックリリースで固定しま
・ す。フイックリリースガハプのローター

ガ付いていない側に伸びていることを確

認して下さい。キャリバーガフライメン

トに回転できなくなるほど強く締めない

で下さい。

C.40mmレンチでポリュームフジャスターを時計回りにパッドガローターを締め付け
るまで回します。20in/lbのトルクでキャリパーを□―ターに固定します。

|ヽ■ヽ

写■-3

写真-4

磯脚颯晰蜀剛1鷹懲i

a`車輔をフォークから取りはずします。

b.キヤリバースロットやバッドに附着した汚れやパッド屑を取除きます。

|ロロコI:ハブとキャリパーがフォークエンドにちゃんとおきまつているかどうか確か
注目′ めて下さい。

e.FTAキヤリバーをフオークレツグと平行にな

るまで回し、調節ボルト穴と取付けプラケット
の調節ポルト穴 (写真-5)との中′しヽをびつた・

り合わせます。FTAキャリバーのポルト穴の

部分が、取付けフラケットフランジとフランジ

の間に来るように加減して下さい。

バラFの取薔え
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f.調節ポルトを取付けプラケットとFTAキャリ

バー (写真-6)|こ 通し、ポルトを締めます。

5mポルトの頭は自転車の外側 |こ 向いているか

どうか確ガめて下さい。

h.取付けフラケットとフォークの下部レッグとの

フライメントをチエックします。フラケットは

レッグに垂直でなければなりません。

写真-7

|. 3 mm取 付けボルトを25inノ lb.の トルクで締めて

取付けフラケットをフォークに固定します。

(写真-3)

写真-23

40mポリュームフジャスターボルトを回すとSpeed Checkのパッドとロータ

ーとの関係に変動が起こります。時言十回りに回すとメインアイルタンクから油を

追い出し、パットを□―ターに近付け、プレーキレパーを余り動かさなくともフ

レーキが作動します。時計と反対回り|こ 回すとパッドガ0-ターから遠ざかり、

フレーキが働くまでに余計大きくレバーを操作しなければならなくなります。

3.ポリユームフジヤスターは、乗り始めの時期のブレーキのきき具合、プレーキレ

パーのストロークの大小を設定したり、長期間でのパッドの摩耗度合を調節する

の|こ使います。ブレーキのきき具合の微調整やレバーのストロークは、プレーキ

レバーの調節アジャスターで行われます。

【函■:ブレーキレバーの調節アジャスターを余り大きく調節すると、ビストンストロ
注目′ ―クを減少させ、本デイスクブレーキの制動効果を低下することがあります。

4.新 しいブレーキパットと□―ターが最も効果的に作動し始めるまでには、少なく

とも凡そ40乃 至50回急停止をやつてみてならすルヽ要があります。

5.2、 3度急停止をした後、パッドの位置決めを再調整する以要があります。

写真-8

■オフセットエンドフォークヘの取付け
オフセットエントを使つたフォークヘの取付け (Manltou.Pro Forx,Rock
shox Judy● )

【Eヨ :キヤリバーは乗車時の姿勢から見て右側のフォークレッグに取付けられ、フ.

注目′ ォークの下部レッグの前方に位置します。また、オフセットエンドフォーク

ではアルミニウム製取付けブラケットを使う必要があります。プラスチック

製は避けて下さい。正しい仕様とDia―Compeパーツナンバーについては

16ベージのフォーク早見表を参照して下さい。

キヤリバーは、抵抗なく作動するように、また、ライターの好み|こ応したブレーキ効

果を設定するために適宣調節することができます。

5 mm調 節ボルトを回してキヤリバーを□―ターの

上へ持つていきます。ポルトを時計回りに回すと

キャリバーは車輔から遠ざ力り、時計と反対回り

に回すと車輔|こ 向かつて移動します。(写真-23)

ロロ
注目 ′

2、 3度急停止した後や、車輪を取りはずした

り付け直したりした後、この調節が必要にな

ることがあります。

」』蟹≧L安全運転を目るため、レパ■をニイお C6センチ)以帥 か暉 パッ

=り
尋目

「

卜がローターに作用し、レバ■を′ヽンドルに触れるほど撮らなくとも十
分にブレーキかきくように日整しておいて下さい。

写真-6

&ニ ードルノーズプライヤーでEク リップをアジ

ヤスターボルトの溝にはめこみ、キャリパーを

取付けプラケットに固定します。(写真-7)

j.ワイヤー取付けに移ります。(40ページ)

本デイスクブレーキは、できるだけ手入れに手間がかからぬよ
.う

に設計されています

が、できるだけ長い間使つていただくためには若干の手入れが以要です。   :

キャリバーの調節

保  守
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